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ABSTRACT

The JAERI 120 MeV electron linear accelerator (linac) was stably operated for the experimental 

researches with the 415.1 hour beam time from April, 1990 to the first week of August, 1990. The 

linac was, then, stopped due to the construction work for the extension of the linac building 

during the period from the third week of August to the end of March in 1991. During this period, 

the linac group made various maintenance and overhaul works for the electron gun, the accelerating 

structures, the beam transport system and the microwave pulse amplifier. The linac has been now 

restored to the original performance by the middle of April, 1991.

The new RF gun, has been completed and brought in at the end of March, 1991. The leak test 

and baking operation to achieve the required high vacuum condition is been carried out.

The Office of Synchrotron Radiation Facility Project (Spring-8 Office) planned to expand the 

old linac building for the accelerator R&D works which the accelerator group will carry out. The 

construction of the steel-frame 706.34m2 building has been completed in March 10,1991. The 

office furnishings, experimental apparatuses, equipment and radioactive waste materials (about 5 

ton) left in the old linac building were either disposed or moved.

原 研 L I N A C の 現状

1 • 運転
原 研 1 2 0 M e V 電 子 線 型 加 速 器 ( L I N A C ) は、前 年 度 に 引 続 き 研究実験のため平成2 年 4 月 よ り 8 月 

第 1週 ま で パ ル ス 繰 返 し 1 5  0 P P S以下の運転を順調に行った。 研究テーマ別 の 運 転 時 間 を T a b l e  
1 に 示す。 L I N A C 運 転は、 L I N A C 建 家 増 設 工 事 期 間 の 平 成 2 年 8 月 6 日 か ら 平 成 3 年 3 月 3 1 日ま 

で 放 射 線 安 全 上 か ら停 止 し た 。

2 . 保 守 整 備
L I N A C 建 家 増 設 エ ■ 間 中 （平 成 2 年 8 月 6 日 〜 平 成 3 年 3 月 3 1 日）には 計 画 的 に L I N A C のオー 

バ ー ホ ー ル 整 備 を 行 っ た 。 オーバーホールの主要な部分は次の通りである。

( 1 ) 電 子 銃 部
電 子 銃 は 外 套 管 が セ ラ ミ ッ ク 製 で Y - 7  9 6 ( E i m a c ) 力 ソ ー ド 付 新 電 子 銃 （自家製作） と排気チ 

ェンバーを更新した。 力 ソ ー ド パ ル ス 卜 ラ ン ス （自家製作） と負荷抵抗、 9 0 0  fiの絶縁油を交換し 

た。 また、平均電流回路を修理した。

⑵ 加 速 管 系

加 速 管 全 部 の 接 続 チ ェ ン バ ー を 解 体 し 、 Q電 磁 石 1 2 台 を 更 新 し 、カロ速管系列の再整列を行った。 
真 空 排 気 イ オ ン ポ ン プ 7 台 のエレメント、導 波 管 R F 窓 3 個 、導 波 管 No  4,  N o S O l O i / m i n
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イ オ ン ポ ン プ 2 台を更新した。 カロ速管系の解体前のビーム軌道最大ずれは、水 平 方 向 で 〜 2.  5mm 
以 下 、垂 直 方 向 で 〜 1 . 5 m m であった。 前 回 整 列 時 か ら 1 0 年を経過しているが、予想される主な 
ず れ の 原 因 は （イ）熱 サ イ ク ル （5°C〜 4 5°C) に よ る 調 整 ボ ル 卜 の ゆ る み （ロ）地震等による振動ず 

れ （ハ ）カロ速管単独の更新時の測量誤差などが考えられる。 カロ速管系のオーバーホール整備菱の再整 
列 の 測 量 精 度 は ± C L 1 m m である。

( 3 ) ビーム伝送系

T c ， T e ， T r ビーム伝送系配管の解体、 T r 系 の Q電 磁 石 5 台 、 T c , T r ステアリングコイル、 

一 部 配 管 の 更 新 を 行 い 、再 整列した。 中 性 子 タ ー ゲ ッ 卜 偏 向 電 磁 石 1台 、中性子ターゲッ卜とポンプ 

を 更新 し た 。

( 4 ) マイクロ波発振増幅部

マイクロ波発振器回路駆動部の故障で、製作メーカーで彳寒理した。 ブースタークライス卜ロン力ソー 

ドパルス回路P F N 回路を自家製作して更新し、 R F 出力波形を調整修理した。 バンチャークライス 

卜ロン及びN o 1 クライス卜ロンの前段R F 位 相 器 2 台をロータリ一方式の位相器と更新した。

3.  RF G U N の 現 状 1)
試 作 し た RF G U N は 平 成 3 年 3 月に完成入荷した。 現 在 は RF G U Nを<  1 3  0°Cで真空べ一キン 

グし、 L a B 6 を 8 0W でヒーティングを行っているが、 フィラメント回路と空洞本体がタッチするトラブル 

が 起 こ っ て い る 。 空 洞 の 真 空 度 は 5 x 1 0 _9Torrに達している。 RF p o w e r  t e s t は今年中に 

行 う 予 定 で い る 。

4.  L I N A C 建 家増設工事

大 型 放 射 光 施 設計 画 推 進 室 で は、 S P r  i n g  — 8 の装置の一部の性能試験及び開発試験などを実施するた 

め 、 L I N A C 建 家 南 側 に F i  g . 1 に示す増設建家を平成2 年 8 月末より着工し、平 成 3 年 3 月 1 0 日完成 

した。 増 設 建 家 は 、鉄 骨 構 造 で 総 面 積 7 0 6.  3 4 m 2 である。 実 験 室 2 ( タ ー ゲ ッ ト 室 ） は 面 積  

4 7 2 .  4 m 2 、軒 高 1 1 . 8 m で 、 旧 建 家 タ ー ゲ ッ ト 室 天 井 走 行 ク レ ー ン （1 0  t o n ) が 増 設 実 験 室 2 を 

カ バ ー で き る 。 また、 こ の エ リ ア の 床 荷 重 は 旧 建 家 と 同 等 の 1 0  t o n / m 2 で、■ 装置搬入が容易にで 

き る 幅 4 m 高 さ 3 .  8 m の シャッター出入口が設備されている。 こ の 準備室で使用される装置の純水冷却設 

懂 一 式 （2 3 4 ， O O O k c a l 、 7 8  0 l / m i  n ) と 1 0 0 k V A 3 0 2 0 0 V 3 系 統 ( 3 0 0 k V A )  
の 電力が使用できる設儷を有している。 実 験 室 1 は 合 計 で 6 ス パ ン （2 3 3. 9 4 m 2 ) である。

5 . 廃棄物処理処分と配置換ぇ移動

L IN  A C 建 家増設と主な使用者の配置換え移動のため、旧建家内の装置及び物品などの整理を行った。

この整理により、 L I N A C 放身寸イ匕物品は2 0 0  名ドラム击で3 3 本 （約 5 t o n ) 、不燃物カートンボック 

ス 3 2 本 、可 燃 物 カ ー ト ン ボ ッ ク ス 5 5 本 で 、所定の手続きに従い処理処分した。 その他の通常物品も多数 

処 分 し た 。

大 型放射光施設計画推進室加 速器 系 開 発 グ ル ー プ の 内 の L I N A C グループは、平 成 3 年 3 月 1 0 日 以 後 3 
月 3 1 日までの間に移動を完了した。 また、カロ速器管理室第2 係 と L I N A C 実験者の一部も増設» 及び 

旧建家実験室の一部を使用している。
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Research Program Time
(h)

Ratio
(%)

Energy
(MeV)

Rate
(pps)

Length Current

Neutron Radiography 
(Time of Flight Method)

104.9 25.3 120 150 25 12

Slow Positron Experiment 
(Emission of raonoenergetic Positron)

54.0 13.0 100 50 1000 10

First Positron Experiment 75.0 18.1 -100 -25 1000 10

JSR Injection 147.4 35.5 -150 0.5-1 1000 <1

Tuning and Test Operation 33.8 8.1 100〜180 50-150 1000 -30

Total 415.1 100.0

Table i Machine i’ime and OutDut Beam for Research Program in 1990
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